　年　月　日

北陸電力送配電株式会社　宛
　　　　　住所

　　　　　会社名

（小売電気事業者）
　　　　　代表者　　　　　　　　　　　　　　　印

需要場所間の電力融通に関する申込書

需要場所間の電力融通について貴社の託送供給等約款を承認のうえ，次のとおり申込みます。
	融通元
	お客さま名
（地点番号）
	（　　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	設置場所
	

	
	主任技術者
	℡  　  　－　　　　－

	融通先
	お客さま名
（地点番号）
	（　　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	設置場所
	

	
	主任技術者
	℡  　  　－　　　　－

	
	設備総容量
	kW
	供給地点
特定番号
	

	申込内容
	□
	再エネ等の電力融通
	□
	非常時の電力融通

	確認事項

右の各項目をご確認のうえ，□にチェックをお願いします
	□　融通元および融通先の電気工作物は，事業用電気工作物であること
□　融通元および融通先の電気工作物は，「電気設備に関する技術基準を定める省令」を満たす設備であること
□　「再エネ等の電力融通」の場合，電力系統からの引込みは融通元に限り，融通先には引込みを行わないこと

□　「非常時の電力融通」の場合，融通元電気工作物と融通先電気工作物が平時において，インターロック機構等により，電気的に接続されていないこと
□　融通先の需要場所において，融通元を起点とする配線が，融通先の配線と識別可能なように施設されていること
□　融通先には非常用自家発電装置又は停電時にも電気を供給する設備が設置されていない，または，これらの電気回路と融通を受ける電気回路が電気的に接続されていないこと
□　融通元または融通先の点検等のため，他の需要場所の構内に立ち入る必要がある場合は，当該他の需要場所の電気工作物の設置者が立ち会う等，アクセスが認められるとともに誤認による事故等が発生しないように予め申し合わせがなされていること
□　当該電気工作物と原需要場所に設置する電気工作物の設置者が同一であること
□　融通元および融通先の主任技術者は，同一の主任技術者であること
□　系統停電時に電力融通する場合，次に掲げる全ての要件を満たしていること
①　電力融通する場合は，主任技術者等が判断を行うこと
②　電力融通していないときは，融通先の屋内配線と融通元の電気工作物が電気的に接続されていないが，電力融通時には融通先の電気工作物が確実に系統から切り離される場合に限り，融通先の屋内配線と融通元の電気工作物とが電気的に接続されるよう設備が設置されること
□　融通元と融通先の位置が分かる平面図や単線結線図が添付されていること



この申込書により北陸電力送配電が取得するお客さまの個人情報は，電気の接続供給契約の締結・履行を実施する目的以外に使用いたしません。











